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どぶがわ かわず 

裏の 溝川で 秋の 蛙 が 枯れ がれに 鳴いて いるの を、 

そめ かれ 

ぉ染は 寂しい 心持ちで 聴いて いた。 ことし 十七の 彼女 

は 今夜が 勤めの 第一 夜であった。 店 出しの 宵 —— それ 

は 誰でも 悲しい 経験に 相違なかった が、 自体が 内気な 

生まれつきで、 世間と いう もの を ちっとも 知らないお 

染は、 取り分けて 今夜が 悲しかった。 悲しい というよ 

リも 怖ろ しかった。 彼女 はもう 座敷に いたた まれな く 

なって、 華やかな 灯の 影から 廊下へ 逃れて、 裏手の 低 

い 欄干に 身 を 投げ かけながら、 鳴き 弱った 蛙の 声 を 半 



分 は 夢の ように 聴いて いたのであった。 

もう 一 つ、 彼女の 弱い 魂 を おびやか したの は、 今夜 

さむらい 

の 客が 江戸の 侍 という ことであった。 どなた も 江戸 

そそう 

のお 侍さ まじ や、 疎匇 があって はならぬ ぞと、 彼女 は 

主人から 注意され ていた。 それ も 彼女に 取って は 大き 

い 不安の かたまりであった。 

じょ ラら < 

この 時代に は 引き つづ いて 江戸の 将軍の 上洛 が 

あった。 元 和 九 年に は 二 代将 軍 秀忠が 上洛した。 つづ 

いて その 世子 家 光 も 上洛した。 その 時に 秀忠は 将軍の 

職 を 辞して、 家 光が 嗣ぐ ことにな つたので ある。 それ 

から 三年 目の 寛 永 三年 六月に 秀忠 はか さねて 上洛した。 



「いや、 怖がるな。 叱る のでない。 何が 悲しい、 訳 を 

いえ」 

その 訳 を あからさまに 言いに くいので、 ぉ染 はや は 

り 黙って いた。 廊下に 洩れて 来る 灯の 影が ここまで は 

届かない ので、 男の 容形 はよ く 判らなかった が、 それ 

が 江戸の 侍で ある こと は、 強い はっきりした 関東弁で 

知られた。 お 染は彼 を 今夜の 客の 一人と 知って、 いよ 

いよ 怖ろ しいよう に 思われた。 

「座敷 を 勤める のが 悲しい か」 と、 強い 声 はやが て 優 

し 味 を 含んで きこえた。 「お前の 名 は 何とい う」 

「染と 申します I 



誰の 相手 だ」 

「わたし も 知り ませぬ」 

ぉ染は 今夜の 座敷へ 出た はじめから 碌々 に 顔 を あげ 

たこと もない ので、 自分の 客の 年頃 も容形 もなん に 

も 知らないの であった。 男 は 自分の 相 方 を 知らな かつ 

た。 女 は 自分の 客 を 知らなかった。 

「おれの 相 方で なければ 自由に 帰して やる こと は 出来 

ぬか」 と、 男 もさす がに 気がつい たらしく 言い出した _ 

「そうで) J ざり ます」 

「よい。 そんなら おれが お前 を 相 方に する。 そうして 

勝手に 帰して やる。 ：&罟 を 呼べ」 



うに 明るく 華やかに 感じられた。 酒と 白粉との 匂いが 

みなぎ 

紅い 灯の 前にと けて 漲って いた。 お 染の涙 を 誘い出 

した 秋の 蛙の 声 は、 ここまで 聞えなかった。 彼女 はや 

うつむ 

はリ 俯向きが ちで、 生きた 飾り物の ように おとなしく 

坐って いたが、 それでも 時 どきに そっと 眼 を あげて、 

自分の 客と いう 人 を 見定めよ うとした。 

客 は r 一十 歳 をよう よう 一 つか 二つぐ らい 越えたら し 

い 若侍であった。 色の 浅黒い、 一文字の 眉の 秀 いでて 

いるの がお 染の 眼に ついた。 彼 は 多く しゃべらないで、 

黙って 酒 を 飲んで いた。 酒量 はかなり に 強い 人らしい 

とお 染は 思った。 



酒の 強い 人 —— それ は 年の 若い 彼女に 余りい い 感じ 

を 与えなかった が、 それ を 十分に 打ち消す だけの 強い 

信仰が ぉ染の 胸に 満ちて いた。 それ は 彼の 親切で あつ 

た。 同情であった。 花代 を 払って すぐに 帰して やる I 

I ある 女 は それ を 喜ぶ であろうが、 ある 女 はかえ つ て 

不快 を 感じる かも 知れない。 しかし 今夜のお 染には そ 

たと 

れが 譬えよう もない ほどに 嬉しかった。 花代 はむしろ 

第二の 問題で、 悲しい 頼りない 身 を それほどに 優しく 

いたわって くれたと いう、 その 親切が 胸の 奥まで 沁み 

透る ほどに 嬉しかった ので ある。 彼女 は 男の 顔 をぬ す 

うかが 

むように 折りお りに 窺いながら、 今までと は 違った 



意味で 涙ぐまれた。 

四つ (午後 十 時) ごろに 酒の 座敷 は あけた。 六 人の 

客 は銘々 の 相 方に 誘われて、 鳩の 浮 巣 をたず ねに 行つ 

たが、 お 染の客 だけ は 真っ直ぐに 帰った。 ぉ染 とお 雪 

は 暖簾 口まで 送って 出た。 

「またのお 越し をお 待ち 申します」 と、 お雪 はう しろ 

から 声をかけた。 

「おお、 また 来る。 その 女 を 主人に 叱らせて くれるな」 

夜露に 濡れて ゆく 男のう しろ 姿 を、 ぉ染は 言い 知れ 

ない 悲しい 心持ちで 見送って いると、 冷たい 秋風 は 水 

まゆ 

色の 暖簾 をな びかせ て、 彼女の 陰った 眉 を 吹いた。 



自分 を 憐れんで、 今夜 も 呼んでくれ たので は あるまい 

か 自分勝手 では あるが、 ぉ染 はどう もそう である 

らしい ように 解釈した。 そうして、 どうかそう であつ 

て 呉れれば いいと 胸のう ちで ひそかに 祈って いた。 

くち 

今夜 は 宵から 薄く 陰って、 弱い 稲妻が 時 どきに 暗い 

空から 走って 来た。 それが 秋の 夜ら しい 気分 を 誘って、 

酒 を 飲まない ぉ染 はなんだ か 肌寒い ように も 思われた。 

お 花 は 酔って 唄った。 

にしきぎ とし ふ 

A 立つ る 錦 木 甲斐な く 朽ちて、 逢わで 年 経る 身ぞ辛 

さ 

彼女 は 一 座の 耳を惹 きつける ほどの 美しい 清らかな 



のち 

さて この 後 どうす るか。 彼女 は 眼の 前に 拡がって いる 

大きい 闇の 奥 をす かして 見る 怖ろ しさに 堪えられな 

かった。 

「また 泣く か。 初めて 逢った 夜に もお 前 はそんな 泣き 

顔 をして いたが、 その 時から 見る と 又 やつれた ぞ。 

わずら 

煩 わぬ ようにし ろ」 

「 い つ そ 煩うて 死にとう ^ ざり ます」 

言う うちに も、 止め どもな しに 突つ かけて 溢れ出る 

涙 は、 白粉の 濃い 彼女の 頰に幾 筋の 糸 を 引いて 流れた。 

しわ 

半 九郎は 痛まし そうに 眉 を 皺め て 言った。 

「今の 若い 身で 死んで どうす る。 両親の 悲しみ、 妹の 



いに 廻る の もあった。 神社 や 仏閣に 参拝して 守り 符な 

ど を 貰って 来る の もあった。 いろいろの 買いが かりの 

で ま、. 

勘定な ど をして 歩く の もあった。 それらの 出這入りで 

京の 町 は 又 ひとしきり 混雑した。 

たくさん 

江戸に 沢山の 親類 や 縁者 を も つ て いない 半 九 郎は守 

り符ゃ 土産な ど を 寄せ集めて 歩く 必要はなかった が、 

さすがに 勤め向きの 用事に 追い 廻され て 祇園の 酒に 

酔って いる 暇がなかった。 巿之助 兄弟 も忙 がしい 害で 

あった。 しかも 忙 がしい こと は 弟に 任せて、 巿之助 は 

相 変らず 浮かれ 歩いて いた。 

「もう 二、 三日で 京 も 名残り だ。 面白く 騒げ、 騒げ」 



「左様で) J ざり ます」 

しゅくじ ゆく 

御用の 道中で あるから 銘々 の 荷物 は 宿 々 の 人足 ど 

もに 担がせる。 その 混乱と 間違いと を 防ぐ ために、 組 

ごとに 荷物 を ひと 纏めに して、 その 荷物に はまた 銘々 

の 荷札 をつ ける。 それ を 今夜 じゅうに みな 済ませて 置 

けと いう 支配 頭からの 達しが 俄かに 来た。 八 介 一人で 

は 判らない こと も あるから、 ひとまず 帰って くれと い 

うのであった。 

「うるさい な。 あしたで もよ かろうに …… 」 

「でも、 一度にな つて は 混雑す るから、 今夜のう ちに 

取りまとめて 置け とのこと で ござります」 



「荷作りの こと 御 承知なら、 なぜ 早くに お戻り 下され 

ぬ。 兄弟 二人が 沢山の 荷物、 わたくし，. 一人に その 取り 

まとめが なりましょう か。 積もって 見ても 知れて いる 

もの を …… 。 さあ、 直ぐにお 起ち 下され」 

彼 は 寝ころんで いる 兄の 腕 を摑ん で、 力任せに 引摺 

り 起そうと する ので、 膝 を かしてい るお 花 は 見兼ねて 

ささ 

支えた。 

てあら 

「まあ、 そのよう に 手 暴く せず と …… 。 巿 さま はこの 

通りに 酔うて いる。 連れて 帰っても お 役に立つまい。 

お前 ひとりでよ いように …… 」 

「それが なるほどなら、 かような ところへ わざわざ 押 



あるなら、 お前 も 若い お 侍、 一夜の 附 合いで 登り詰め 

しんじゅう もの 

る 心中 者がない とも 限らぬ。 兄嫁の わたしが 意見 

じ や。 一座に なって 面白う 遊ばん せ」 

「ええ、 つべこべと さえずる 女め、 おのれら 売女の 分 

際で、 武士に 向って 仮り にも 兄嫁 呼ばわり、 戯れと て 

容赦せ ぬぞ」 

彼 は 扇 をと り 直して、 女の 白い 頰を ひと 打ちと いう 

権 幕に、 そばに いる 女 ども も、 おどろいて さえぎった _ 

もんちゃく 

自分の 頭の 上で こんな 捫着を 始められて は、 巿之助 

ももう 打棄 つて 置かれ なくなった。 彼 は よん どころ な 

く 起き直った。 



てて、 これから 直ぐに 帰る 気に も なれなかった。 

「もういい、 もういい。 何もかも 判った、 判った。 お 

れ もやが て 帰る から、 お前 は ひと 足 先へ 帰れ」 

いっすん 

見え透いた 一寸逃れと、 弟 は なかなか 得心し なかつ 

た。 

「いや、 どうで お帰りな さるるなら、 手前 も 一緒にお 

供いた す。 さあ、 すぐにお 支度な され」 

容赦の ない & 催促に は、 兄 も 持て余した。 

「それ は 無理と いう もの だ。 帰る に は 相当の 支度 も あ 

る。 まあ、 何でもよ いから 先へ 行け」 

相手に なって いて は 面倒 だと、 巿之助 は その 場 を は 



でも 兄の あと を 追って 行って、 無理に 引き戻す 積もり 

であろうと 見た 半九郎 は、 さすがに 見兼ねて 声をかけ 

た。 

「源 三郎。 待て、 待て」 

源 一 一 一郎 は 無言 で 見返った。 さっき か ら半 九郎が そ y J 

えしゃく 

にいる の を 知りながら、 彼 は 何の 会釈 もしなかった の 

である。 

「かような 場所で 立ち騒い では 見苦しい。 今夜 はおと 

なしく 帰った がよ かろう。 兄 はきつ とこの 半 九 郎が連 

れて 戻る。 安心して 帰れ、 帰れ」 と、 半 九 郎は杯 を 手 

にしながら 言った。 



ろう。 まあ、 今晚 ひと 晚 だけ は 兄 を 助けて やれ」 

「どうにかなる 程なら、 わざわざ 呼びに はま いらぬ」 

「理屈つ ぼい 男 だ。 何にも 言わずに 帰れ、 帰れ」 

「帰ろうと 帰るまい と 手前の 勝手 だ」 と、 源 三郎は t 

と 起った。 

強情に 兄の あと を 追 つ て 行こうと する らし いので、 

ぉ染 ももう 見て いられ なくなった。 彼女 は 思わず 起ち 

たもと 

上が つ て 源 三郎の 抉 を とらえた。 

「半 さま も あのよう に 言うて ござれば、 まあ、 まあ、 

お待ちな され ませ」 

「ええ、 うるさい。 退いて おれ」 



であろう。 どう だ。 もう 落ち着い たか」 

「は、 はい。 これで 少し は 落ち着きました」 

それにつ けても、 第一 に 案じられ るの は、 男の 身の 

上であった。 ぉ染は 京の 町 育ちで、 もとより 武家の 

おきて 

捉 など はなん にも 知らなかった が、 こうして 人間 一 

人 を斬リ 殺して、 それで 無事に 済む か 済まない か を、 

まず 確かめて 置きたかった。 

とくしん 

「得心 づ くの 果し 合いと はいいながら、 お前に なんに 

も お 咎め は， > ざり ませぬ かえ」 

武士と 武士と が 得心 づ くの 果し 合いで ある 以上、 こ 

の 時代の 習いと して 相手 を 斬れば 斬り どくで、 それが 



坐って しまった。 

ぉ染は 途方に くれた。 それでも 一 生 懸命の 知恵を絞 

り 出して、 男に ここ を 逃げろ と 言った。 この 場の 有様 

を 見知って いる 者 は 自分 ひとりで あるから、 ほかの 者 

の 来ない うちに 早く ここ を 立ち退いて しまえと 勧めた _ 

あざけ 

「何 を 馬鹿な」 と、 半 九郎は 嘲る ように 答えた。 「菊 

地 半 九郎は それほど 卑怯な 男で ない。 さした る 意趣 も 

遺恨 もない に、 朋輩 ひとり を 殺した から は、 いさぎよ 

く 罪 を 引受ける が 武士の 道 だ。 ともかくも 巿之 助に 

逢って 分別 を 決める」 

彼 は 河原 づたいに 花菱へ 引つ 返した。 ぉ染も 痛む 足 



座の 行きが かりで、 討つ 者 も 討た るる 者 も 詰ま リは不 

時の 災難 だ。 さっき 弟が 迎 いに 来た 時に、 おれが 素直 

に 戻れば 何事 もなかつ たもの を …… 。 思えば おれに も 

罪 は ある。 今更お 身 を 討ち果した とて、 死んだ 弟が 返 

るで もない。 おれ は 知らぬ 振り をして いるから、 お 身 

は ど Y J へ でも 早く 逃げろ。 ここらに うろうろ していて 

は 詮議が むずかしい。 京 を 離れた ところへ 身 を 隠して 

しまえ。 おれ はこれ から 河原へ 行って、 弟の 死骸 を始 

末して 来る。 その あいだに 支度し ろ」 

こう 言い聞かせて 巿之助 はすぐ に 寝 衣 をぬ いだ。 着 

物 を 着換えて 袴 を 穿いて、 大小 を 腰に 差して、 急いで 



決心した。 

ふ きよみずでら 

初冬の 夜 もし だいに 更けて、 清水寺の 九つ (午後 十 

ほのぐら 

二 時) の 鐘の音が 水に ひびいた。 半 九郎は 仄暗い 灯の 

前に 坐 つ て、 自分の 朋輩の 血 を 染めた 刃 に、 更に 自分 

の 血 を 塗ろうと した。 それが 自分の 罪 を 償う 正当の 

手段で あると 考えた。 

彼が その 刀 を 把り 直した 時に、 屛 風の かげから 幽霊 

のよう な 女の 顔が あらわれた。 ぉ染 はいつ の 間に か 忍 

んで 来て いたのであった。 

「お 染。 聞いて いたの か」 

ぉ染は そこに 泣き K してし まった。 



れと、 彼女 は 男の 膝の 前に 身 を 投げ出して 泣いた。 

半 九郎も 女の 心 を 哀れに 思った。 彼 も 惨ら しいお 染 

のから だ を 濁り江の 暗い 底に 長く 沈めて 置きたくない 

ので、 重代の 刀 を 手放しても、 彼女 を 救い あげて 親許 

へ 送り 帰して やりたい と 思って いた。 その 志 は 空に 

な つ て、 しかも その 刀で 人 を 殺す ような 破滅に 陥，" つた。 

こうなる から はいつ そのこと、 女 を 殺す の は 却って 女 

せっしょう 

を 救う ので、 いわゆる 慈悲の 殺生で あるか も 知れな 

いと 考えた。 

そう 思って、 彼 は 自分の 前に 俯伏して いる 若い 女の 

細く 白い うなじ を 今更の ように じっと 眺めた。 ふさ ふ 
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